
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 ３日（日）・２４日(日)PM 

生 花 １１日(月)・２５日（月） 

100歳体操 毎週火・木曜日 
(第２木曜を除く) 

ぱわーきっず 
２８日（木）島尾で芋ほり 
-雨天のときは公民館- 

瓢箪同好会 ４日(月) 

手芸講座 
編み物 ９日(土) 

クラフト ２３日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日午後７時から 

令和５年 9月（長月） 

宇波公民館だより 
 

令和５年９月 1 日発行 

氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

 公民館まつり・文化祭の作品募集  

恒例の宇波公民館まつり・文化祭を今年

は、１１月３日(金)・４日(土)に開催します。 

展示作品を募集していますので、皆様のご

応募をお願い 

します！ 

公民館（☎ 

７８-１５０３） 

までご連絡 

ください。 

９ 月 の 公 民 館 講 座 

宇波地域づくり協議会の組織等  

 

 去る７月２３日宇波地域づくり協議会が正式に

設立されましたが、今回はその組織の中心とな

る部会等について紹介いたします。 

〇協議会の目的 

地区の良さを次代に継承できるよう、地域づく

り計画を策定し、併せて地区の課題解決を図り、

地区で誇りを持って安心安全に暮らし続けること

ができること。 

〇先の目的を達成するため次の活動を行なう 

⑴ 協議会づくりを実践

するための研究・協

議・企画立案 

⑵ 住民又は団体の意

見を反映した地域づ

くり活動 

⑶ 関係機関及び行政

との連携協働によ

る活動 

⑷ 広報及び意見収集 

を行ない地区住民すべてが参加できる活動 

⑸ その他、協議会の目的を達成するために必要な

活動 

〇部会の設置及び所掌事務 

総務部会・・・本会の広報、研修及び結ネットの

普及等について企画し実施する。 

福祉健康部会・・・誰もが助け合い、住みやすい

地域づくりを目指して、福祉及び健康づくりにつ

いて企画し実施する。 

ふれあい交流部会・・・地域の歴史や伝統を生

かし、子どもから大人まで住民同士が交流し、多

くの人が訪れる魅力ある地域づくりについて企画

し実施する。 

防災防犯部会・・・安心安全な地域づくりを目指

して、防災、防犯及び交通安全について企画し

実施する。 

産業振興部会・・・豊かな自然環境を保全活用

し、地域にあった農林水産業について企画し実

施する。 

今月の外出支援バス 

①９月１日(金) 
② ９月 15 日(金) 

宇波地区社会

福祉協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

「宇波忠霊塔除幕式」 

 宇波忠霊塔は、紀元２６００年（昭和１５

年）を記念して忠霊塔建設募金を開始し、

総工費１３，０００円余りを投じて、昭和１７

年５月５日に除幕式が挙行されました。 

塔石の鞍馬石と台座石以外の石は、全

て戸津宮の川から採取され、高岡東保組

が特殊運搬車を使って運んだそうです。 

忠霊塔前の「戦歿者御芳名碑」（平成４

年８月建之）には、１０７名の氏名が刻字さ

れています。“戦争の惨禍を二度と繰り返さ

ない”「平和への誓い」を繋いでいきたいも

のです。          －写真提供：巽巳和氏－ 

開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 

        （休館日 毎週水・土・日曜日）    【公民館だよりの記事を募集しています】 

※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談く

ださい。 ☎(ファックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

 秋の七草は、万葉集巻８にある山上憶良が詠んだ「萩の花、尾花、葛花、なでしこの花、 

女郎花、藤袴、朝貌の花」が元と言われています。なお、

「らんまん」のモデルとなった牧野富太郎博士は、万葉

集の時代には朝顔が移入されていなかったので、朝貌は

桔梗のことと説いています。 

春の七草は全て食用植物ですが、秋の七草は季節を代

表する花であり、薬用となる有用植物が多いようです。 

クズ・ススキ（尾花）は、強害草としてはびこってい

ますが、ナデシコ・オミナエシ・フジバカマ・キキョウ

は、絶滅の恐れがある希少植物となっています。 

オミナエシ（富山県絶滅危惧Ⅱ類）：根は消炎・排膿浄血作

用があり、婦人病にも用いられる漢方薬です。黄色の美しい花

ですが、花を押しておくとやがて醤油の腐敗したような匂いと

なっていくので別名「敗醤（はいしょう）」とも言われていま

す。花言葉は「美人」、「はかない恋」。お盆に咲くのでミソハ

ギと共にお墓や仏前に供えられる風習がありました。 

カワラナデシコ：別名「大和撫子」とも言われ、古くから女

性や子供の例えに用いられました。利尿作用があり薬用となる

が、妊婦への服用は禁忌とされます。昔は河川敷や海岸線に自

生していましたが、今では殆ど見ることがありません。旧宇波

小学校の校章はナデシコがデザインされていました。 

 

 

古写真館 

植植植物物物ノノノーーートトトよよよりりり「「「秋秋秋ののの七七七草草草」」」（関 一朗） 

オミナエシ 


